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ＵＣＭＰ検査（制止距離確認） 

手順書 

（マシンルームレス用） 

 

対象：S09-MRL105L-YSK 型 

対象：S09-MRL105S-YSK 型 
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１．目的 

戸開走行保護装置検査時のブレーキ制動力及び特定距離感知装置の動作位置確認の安全な運転 

手順を明確にする事を目的とします。 

 

２．適用範囲 

  マシンルームレスタイプＵＣＭＰ認定機種に適用します。 

  構造名：Ｓ０９－ＭＲＬ１０５○－ＹＳ型 

 

３．準備する物 

  ① ＷＥＬＳＥＣ検査用タッチパネル（以下Ｔ／Ｐ） 

  ② ドア回路短絡用ピン ２個 

  ③ スケール 

  ④ 安全柵 

 

４．作業員人数 

２名以上 カゴ内運転及び距離計測作業者１名（以下、作業者記号／Ａ） 

最下階乗場作業者１名（以下、作業者記号／Ｂ） 
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５．注意事項 

◎ 本書を熟読の上、必ず専門技術者が実施してください。 

◎ 法令で定められた定期検査については、日本工業規格ＪＩＳ Ａ ４３０２「昇降機の検査基準」に

基づき実施してください。 

◎ 安全柵等を設置し第三者の安全を確保し、所定の検査準備を実施してから作業を開始してく 

  ださい。 

◎ 部品交換は必ず当社指定品を使用してください。また、製品の改造は行わないでください。 

◎ 製品の仕様を変更するには、より詳細な製品知識が必要ですので、当社に相談してください。 

◎ 当社は以下のような不適切な管理と使用に起因する故障又は、事故については、責任を負いかねます

ので、あらかじめご承知置き願います。 

● 保守・点検、修理の不良に起因するもの 

● 製品を改造したことに起因するもの 

● 当社が供給していない機器、又は部品類を使用したことに起因するもの 

 

●警告表示および諸注意等 

取扱いを誤った場合に生ずる危険と、その程度を示した警告表示マークの定義は、以下の通りです。 

 

● 危険・警告・注意の定義 

 

取り扱いを誤った場合、死亡あるいは、重傷を負う可能性が極めて 

高くなります。 

 

取り扱いを誤った場合､重傷を負う可能性があります。 

 

取り扱いを誤った場合､傷害を負う可能性があります。 

又は、機器が損傷する可能性があります。 

 

● 本資料に記載の“図記号”の定義 

 
実施いただきたい事柄を表します。 

 
「禁止事項」（禁止行為）を表します。 

 

 

 

 

 

 

危険 

警告 

注意 
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項目 作業者 内容 備考 

I. 準備 Ａ ① かご積載をノーロードにして最下階より1階床上、

レベルに停止させ、操作盤内『自動・手動』スイッ

チを手動側にし、戸開にて『運転・停止』スイッチ

を停止側にして待機します。 

乗場に安全柵を設置し第

三者の安全を確保して下

さい。 

Ｂ ② 安全柵を設置し、最下階乗場ドアを開錠して、ピッ

トスイッチをカットしてピットに入り、制御盤内の

盤内操作ブレーカを 電源遮断します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ ドア回路短絡用ピンをＣＴＢ基板上４０Ｇ（ＪＰ

２）及び４０Ｆ（ＪＰ３）に挿入しゲートドアスイ

ッチ及び乗場ドアスイッチを短絡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 最下階乗場操作盤ＢＯＸ内、Ｔ／Ｐ用通信ケーブル

を制御盤側に挿入し、Ｔ／Ｐ用電源コネクタケーブ

ルをＤＣ２４Ｖコネクタに挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 制御盤内の盤内操作ブレーカを電源投入し、ピット

スイッチをＯＮにして乗場へ出て下さい。 

 

 

ドア回路短絡用ピンを挿

入すると、乗場ドアスイ

ッチ及びゲートドアスイ

ッチが短絡されている状

態になり非常に危険で

す。 

必ず短絡中等の掲示を

し、合図復唱にて短絡中

である事を共同作業者に

伝達して下さい。 

短絡作業が終了したら、

１Ｆ乗場ドアは必ず閉め

て下さい。 

＊第三者の転落防止の

為。 

 

危険 
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項目 作業者 内容 備考 

Ⅰ．準備 Ｂ ⑥ 盤内操作ブレーカ投入後、Ｔ／Ｐに画面選択が

表示されますので、手動釦を押してください。（赤

枠内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 現在の手動速設定値が表示されます。（青枠内） 

変更を押します（赤枠内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動速度の値は現場によ

り異なります。 

手動速度は検査終了後、

元の値に戻しますので必

ず記録して下さい。 

⑧ テンキーが表示されますので、１→５→０→Ｅ

ＮＴ→変更終了と押し、青枠内の設定が１５０に

変更された事を確認して下さい。 

１５０に変更された事を確認後、操作画面釦を

押して操作画面へ移動して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＣＭＰ検査を実施する

速度設定は１５０ｍｍ／

ｓになります。 

注意 
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項目 作業者 内容 備考 

Ⅱ．検査 Ｂ ① 操作画面にて手動釦を押し、手動釦を黒く点灯させ

て下さい。（黒く点灯した状態で手動状態になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この手動状態は、電源遮断

にて復旧しますので、電源

を遮断する前に必ず操作

盤内『自動・手動』スイッ

チを手動側にして下さい。 

Ａ ② かご操作盤内『運転・停止』スイッチを運転側にし

て下さい。 

  戸が全開した状態で、かご操作盤内『平常・戸切』

スイッチを戸切側にします。 

 

③ かご操作盤にて手動アップ運転を実施します。 

 （手動アップ運転方法：最上階釦＋戸閉釦） 

  戸が閉まらないまま、かごが上昇し、約１００ｍｍ

～２００ｍｍにてＵＣＭＰが動作し制止します。 

     

制止したら、乗場敷居とかご敷居の距離を 

スケールにて測定し戸開走行保護装置検査 

記録表の制動距離へ記載して下さい。 

（記録には当社発行の『エレベーター戸開走 

行保護装置検査記録表』を使用して下さい。） 

 

 

ドアが開いたまま上昇し

ますので、作業者は合図復

唱を必ず実施し共同作業

者へ伝達すると共に、第三

者の安全を確認してから

運転を実施して下さい。 

 

もし、２００ｍｍを超えて

も停止しない場合は、即座

に運転を停止し、本手順書

のⅠ．準備からやり直して

下さい。 

 

危険 
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項目 作業者 内容 備考 

Ⅲ．復旧 Ａ ① かご操作盤にて『運転・停止』スイッチを停止側に

し、『平常・戸切』スイッチを平常側にして下さい。 

 

 

復旧作業にあたっては

合図復唱を必ず実施し、共

同作業者の作業を確認し

てから、次の作業に移って

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドア短絡用ピンを必ず

取り外してください。 

 

Ｂ ②   安全柵を設置して、最下階乗場ドアを開錠し、 

ピットスイッチをカットしてピットに入り、 

制御盤内の盤内操作ブレーカを電源遮断し、 

制御盤内ＣＴＢ基板に挿入したドア回路短 

絡用ピン４０Ｇ及び４０Ｆを外します。 

 

制御盤内の盤内操作ブレーカを電源投入し、 

ピットスイッチをＯＮにして乗場へ出て下 

さい。１Ｆ乗場操作盤ＢＯＸ内『自動・手動』 

スイッチを手動側にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ／ＰにてⅠ．準備⑥～⑧の手順を参照し、 

手動速度を元の設定に変更して下さい。 

Ａ ③ 合図復唱にてドア短絡用ピンの取り外し及び手動

速度の変更、最下階乗場操作盤ＢＯＸ内『自動・手動』

スイッチを手動側にした事を確認後、かご操作盤にてダ

ウン運転を実施し、かごを乗場レベル±３０ｍｍ以内に

合わせて下さい。 

（手動ダウン運転方法：最下階釦＋戸閉釦） 

停止後、戸開状態で待機します。 

Ｂ ④    合図復唱にてかごがレベル±３０ｍｍ以内 

に停止した事を確認後、最下階乗場操作盤Ｂ 

ＯＸ内『自動・手動』スイッチを自動側へ戻 

します。 

Ａ ⑤ 合図復唱にて最下階乗場操作盤ＢＯＸ内『自動・手

動』スイッチを自動側になった事を確認後、かご操作

盤内『自動・手動』スイッチを自動側にし復旧となり

ます。 

危険 

危険 


